


梅
の
里
小
学
校
校
歌

        

作
詞
・
作
曲　

不
詳

一　

三
方
の
う
み
べ
の
若
ざ
く
ら

　
　

文
の
花
さ
く
春
ま
ち
て

　
　

心
の
鏡
く
も
り
な
く

　
　

香
り
を
流
せ
世
に
ひ
ろ
く

二  

梅
丈
岳
を
仰
ぎ
み
て

　
　

日
々
に
生
い
た
つ
若
ぐ
さ
よ

　
　

学
び
の
道
に
い
そ
し
み
て

　
　

高
き
理
想
に
進
め
よ
や

岬
小
学
校
校
歌

     　

 

作
詞 

吉
川
昌
英

        

作
曲 

坪
田
豊
治
郎

一　

紫
け
ぶ
る
梅
丈
の

　
　

山
は
緑
に
草
萌
え
て

　
　

若
い
命
の
満
ち
る
朝

　
　

明
る
く
伸
び
よ
岬
校

　
　

理
想
の
光
燃
え
あ
が
る

二　

は
る
か
久
須
夜
か
青
葉
山

　
　

八
重
の
湖
路
の
紺
碧
の

　
　

寄
せ
く
る
波
に
湧
く
力

　
　

雄
々
し
く
伸
び
よ
岬
校

　
　

望
み
新
た
に
胸
を
は
れ

三　

光
あ
ふ
れ
る
学
び
舎
の

　
　

窓
辺
に
集
う
友
垣
の

　
　

は
ず
む
心
に
青
い
空

　
　

正
し
く
伸
び
よ
岬
校

　
　

耀
く
あ
し
た
築
く
の
だ

校歌を
めぐる旅

♩ まちの小
学校

「岬小学校の休校が近づいてきて、ふと何十年ぶりに校歌を思い出しました。

ところがメロディはすぐに出てくるのに、歌詞が所々思い出せない。でも、

ネットで調べても出てこない…いつまでもみんなの記憶から消えないよう、

何か出来るといいですね」卒業生M.N さん



明
倫
小
学
校
校
歌 

        

作
詞  

阿
萬
忠
義

        

作
曲　

不
明

一  

松
尾
山  

緑
ひ
き
映
え

    

は
す
川
の  

流
れ
清
ら
か
に

    

も
の
み
な
の  

生
き
た
る
と
こ
ろ

    

う
る
わ
し  

わ
が
学
び
や

二  

天
地
の  

栄
ゆ
く
み
代
ぞ

    

も
ろ
と
も
に  

倫
を
も
と
め
て

    

す
こ
や
か
に  

伸
び
ゆ
く
わ
れ
ら

    

明
る
し  

わ
が
学
び
や

三　

朝
夕
に  

喜
び
し
と
う

    

ま
す
ら
お
が  

気
高
き
ほ
ま
れ

    

と
こ
し
え
に  

花
と
開
け
る

    

か
ぐ
わ
し  

わ
が
学
び
や

気
山
小
学
校
校
歌

　
　

    

作
詞　

須
磨
清
宣

　
　

    

作
曲　

吉
田
久
吉

一  

山
な
み
さ
や
に  

白
雲
流
れ

　

  

希
望
は
は
る
か  

気
山
の
わ
れ
ら

　
　

明
る
さ
強
さ  

心
と
身
と
に

　
　

そ
な
え
ん  

六
と
せ
を

　
　

た
ゆ
ま
ず
う
ま
ず

　
　二  

学
び
舎
近
く  

菅
湖
は
め
ぐ
り

　
　

眺
め
は
ゆ
た
か  

気
山
の
わ
れ
ら

　
　

正
し
さ
深
さ  

学
び
と
道
に

　
　

修
め
ん  

六
と
せ
を

　
　

た
ゆ
ま
ず
う
ま
ず　

こ
ろ

三
方
小
学
校
校
歌

　
　

   
作
詞　

大
和
田
健
樹

　
　

   

作
曲　

不
明

一　

雲
母
山
下
の　

小
林
に

　
　

み
ど
り
の
若
木　

生
い
立
て
り

　
　

茂
れ
よ
若
木　

林
と
も

　
　

さ
か
え
よ
木
立　

柱
と
も

二　

三
方
の
湖
の　

朝
な
ぎ
に

　
　

心
も
な
ぎ
て　

睦
び
合
い

　
　

鏡
の
旗
の　

名
も
著
る
く

　
　

み
が
け
や
己
が　

身
の
光



熊
川
小
学
校
校
歌

　
　
　
　

作
詞　

赤
見
貞

　
　
　
　

作
曲　

不
明

一　

江
若
国
境
要
路
を
し
め
て

　
　

清
き
流
れ
も
熊
の
川 

　
　

御
代
の
恵
み
に
う
る
お
い
て 

　
　

た
の
し
我
が
園
茂
る
も
ゆ
か
し

二　

松
の
操
と
与
七
の
ま
こ
と

　
　

赤
き
心
を
う
け
つ
ぎ
て

　
　

強
く
正
し
く
生
い
た
ち
て

　
　

や
さ
し
心
の
誓
い
は
固
し

三　

時
の
潮
に
さ
お
の
手
さ
し
て

　
　

蛍
の
光
窓
の
雪 

　
　

五
条
の
お
し
え
身
に
し
め
て

　
　

お
ほ
し
い
そ
し
む
望
は
高
し

瓜
生
小
学
校
校
歌

　
　
　
　

作
詞　

山
本
和
夫

　
　
　
　

作
曲　

山
崎
八
郎

一　

花
さ
く
春
も
雪
の
日
も

　
　

か
ら
だ
を
き
た
え
心
を
き
た
え

　
　

み
ん
な
手
と
手
を
つ
な
ぎ

　
　

歌
声
た
か
く
進
も
う

　
　

い
つ
も
前
進

　
　

わ
れ
ら
は
瓜
生
小
学
生

二　

心
を
お
こ
し
前
を
見
る

　
　

た
の
し
く
学
び
元
気
に
学
び

　
　

み
ん
な
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で

　
　

希
望
に
も
え
て
進
も
う

　
　

い
つ
も
前
進

　
　

わ
れ
ら
は
瓜
生
小
学
生

三　

瓜
生
の
里
の
名
を
あ
げ
よ

　
　

ふ
る
さ
と
瓜
生
そ
の
名
は
瓜
生

　
　

み
ん
な
う
な
ず
き
あ
っ
て

　
　

歩
調
を
揃
え
進
も
う

　
　

い
つ
も
前
進

　
　

わ
れ
ら
は
瓜
生
小
学
生

み
そ
み
小
学
校
校
歌

　
　
　
　

作
詞　

佐
藤
茂

　
　
　
　

作
曲　

大
給
正
夫

一　

る
り
色
の
空
緑
の
田

　
　

ゆ
か
り
も
深
き
母
の
地
に

　
　

わ
が
学
び
や
の
師
も
友
も

　
　

明
る
く
清
く
送
る
日
日

二　

は
す
の
川
辺
に
つ
ど
い
つ
つ

　
　

三
十
三
間
山
あ
お
ぎ

　
　

か
ら
だ
を
き
た
え
と
も
ど
も
に

　
　

教
え
の
道
を
楽
し
ま
ん

三　

わ
れ
ら
の
行
く
て
は
る
か
な
り

　
　

五
つ
の
湖
の
つ
ら
な
り
て

　
　

大
わ
だ
つ
み
に
続
く
ご
と

　
　

望
み
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
す

「夫婦とも瓜生小学校出身です。上の子どもが小学 2年までは他の町に住んでいて、

短い時間ではその学校の校歌を覚えられませんでした。瓜生小学校で久しぶりに校

歌を聞いてとても懐かしく、忘れていないことに驚きました。子どもたちに校歌を

覚えてもらうために、親子で練習もしました。一番と二番の歌詞をひっくり返して

覚えてしまっていたりしましたが、親子で楽しい時間を過ごしました」

坪内麻里さん（上吉田・43歳）



鳥
羽
小
学
校
校
歌

　
　

作
詞　

伴
信
興

　
　

作
曲　

不
明

一　

向
う
鏡
の
山
高
く

　
　

鳥
羽
の
谷
川
水
清
し

　
　

高
く
清
け
き
心
も
て

　
　

学
び
の
庭
に
つ
と
め
な
ん

二　

霊
鳥
輝
く
我
が
校
旗

　
　

か
ざ
し
て
進
む
我
が
学
び

　
　

た
わ
ま
ず
か
た
き
心
も
て

　
　

教
え
の
ま
ま
に
励
ま
な
ん 

三
宅
小
学
校
校
歌

　
　
　
　

作
詞
・
作
曲　

不
詳

一　

み
や
け
の
里
に
も
え
い
づ
る

　
　

春
ま
だ
あ
さ
き
民
草
の

　
　

み
よ
の
恵
み
に
う
る
お
ひ
て

　
　

し
げ
る
も
ゆ
か
し
こ
の
園
生

二　

ま
へ
を
な
が
る
る
水
き
よ
く

　
　

後
を
ま
も
る
峰
高
し

　
　

き
よ
き
は
お
の
が
心
に
て

　
　

た
か
き
ぞ
己
が
の
ぞ
み
な
れ

野
木
小
学
校
校
歌

　
　
　
　

作
詞　

山
本
和
夫

　
　
　
　

作
曲　

川
口
晃

一　

箱
ヶ
岳
に
青
空
に
太
陽
も
え

　
　

椙
杜
神
社
の
杜
に
小
鳥
が
鳴
い
て

　
　

み
ん
な
手
を
に
ぎ
り
輪
に
な
っ
て

　
　

心
に
も
太
陽
輝
き
歌
っ
て
楽
し
い

　
　

野
木
の
里　

野
木
小
学
校

二　

野
木
山
に
村
里
に
桜
咲
き

　
　

タ
ン
ポ
ポ
ツ
ク
シ
に
ツ
バ
ナ
す
く
す
く
の
び
て

　
　

み
ん
な
手
を
た
た
き
輪
に
な
っ
て

　
　

心
に
も
希
望
輝
き
お
ど
っ
て
楽
し
い

　
　

野
木
の
里　

野
木
小
学
校

三　

北
川
に
沿
う
み
ち
に
平
和
満
ち

　
　

一
言
神
社
の
主
に
幸
た
の
み

　
　

み
ん
な
手
を
つ
な
ぎ
輪
に
な
っ
て

　
　

心
に
も
自
信
輝
き
学
ん
で
楽
し
い

　
　

野
木
の
里　

野
木
小
学
校

今回お力ぞえをいただきました先生方、OBのみなさま、ありがとうございました !!

「入学式などの行事の時だけでなく、毎朝の朝礼でも歌っていました。子どもの頃は

歌詞の意味など考えることもなく、ただただ歌っていましたが、今になればこうい

うことが歌われていたんだなあと思います。私たちのクラスは他の学年より人数が

多く、2クラスありました。毎年開いている同窓会では、6年の担任をしてもらった

担任の先生お二人を招き、必ずみんなで校歌を歌います。誰もが、何を見ずとも歌

えると思います」山本岩雄さん（日笠・67歳）

大正2年校歌制定。作詞・

作曲者ともに不詳。



6  広報わかさ 2016 年 3月号　

鳥羽小に氷の彫刻あらわる！

まま ち の 話 題まま ち の 話 題

「110番」正しく使いましょう！

　1 月 11 日、玉置区の子どもたちは、3 つの班
に分かれて村の一軒一軒を回ります。玉置に古く
から伝わる「戸祝い」です。家の前に着くと、家
の人が準備した木材が据え付けられていて、子ど
もたちは木の前に座って決まった文句を唱えなが
ら、「バイ」と呼ばれる松の木の棒で叩きます。
　「といわいましょう」「あららめでたや　そなた
さまにも　ふくのかみがはいらっしゃって　せど
にもかどにもぜにぐらかねぐら…（略）…ように
どうどぐら」と、その家が 1年幸せで豊作であり
ますようにと唱えます。家の人からお菓子などを
もらい、子どもたちが手に持った袋の中はお菓子
でいっぱい。出迎える人たちは幸せを祈りに大勢
でやってくる子どもたちに目を細めていました。

しあわせ運ぶ小正月の使者

　1月 13 日の朝、鳥羽小学校玄関前に氷の彫刻
が姿を現しました。大阪のホテル料理長で、鳥羽
小学校出身の森下哲孝さんと、同僚の川原崎幸一
さんが、一晩をかけて制作しました。
　2月上旬に北海道旭川市で開かれた冬まつりの
氷彫刻世界大会に出場するため、例年は実家の倉
庫で練習されるのですが、森下さんの母校である
鳥羽小学校玄関で行うことになりました。
　スキーウェアを着こんで積み重ねた氷柱をチェ
ンソーやドリルで削り出す作業をほぼ徹夜で続
け、朝 9時過ぎには完成。この日の気温は 3度。
氷の彫刻にとっては氷点下が適温のため氷が柔ら
かく、本来の細かな細工は難しいそうですが、本
番に向けての修正点はしっかり見つかったそうで
す。朝陽を浴びてキラキラと輝く彫刻を、小学生
や園児、地域の人が次々と訪れ見学していました。

落ち着いて 110 番のシュミレーション

氷のかたまり
をけずる森下

さん

　1月 8 日、ショッピングセンターレピアで福
井県警による「110 番の日」の広報活動が行われ、
三方交番・駐在所連絡協議会のメンバーや警察
官、職員など 12 人が参加しました。
　これは住民に 110 番を適正に使ってもらうた
めの活動で、この日は実際に通報を体験し、パ
ネルを隔てて署員が応対する「110 番体験コー
ナー」も設けられました。
　体験した家族連れは、「事故を目撃した」とい
う想定で、現場の状況が描かれたシートに沿っ
て落ち着いて通報していました。署員は「実際
に起こった時も今回の体験を思い出し冷静な対
応を」と呼びかけていました。



7

水辺での体験取り入れた学習へ

農業への意気込み、さらに強く

　1月 18 日、かみなか農楽舎で研修報告会が開
催され、社員や研修生、関係者など約 50 人が参
加しました。
　研修報告会では、かみなか農楽舎の社員の岩田
悠平さんと研修 1年目の柴山譲二さんが、これま
でに学んだことや課題、今後の目標などについて
発表しました。
　岩田さんは、今春から末野区で独立就農を目指
し、また、研修生の柴山さん ( 写真 ) も、「計画的
な野菜栽培ができるように取り組みたい」と、来
季に向けた目標を掲げていました。
　研修報告を聞いた関係者からは、「生活の時間
配分にメリハリをつけるようにすると良い」など
2人へのアドバイスが送られました。

　1月 13 日、縄文博物館で若狭町教育研究会が
開かれ、教員や関係者 20 人が参加しました。ハ
スプロジェクト推進協議会事務局の関岡裕明さん
が、「昔の水辺の風景画」募集の経緯などを交え
て講演を行いました。その後、参加者は 3グルー
プに分かれ、若狭町の水辺を学習に取り入れる方
法を話し合い、発表を行いました ( 写真 )。「職員
自身も楽しみ、子どもたちが疑問に思ったことを
もとに実際に体験することがなにより大切」「魚
を育て、食べるなどの体験を取り入れる」などの
意見や案が出されました。
　「昔の水辺の風景画」作品展は、4月 8日（金）
まで若狭三方縄文博物館で開催中です。

　1月 18 日、三方中学校で、東京大学社会科学
研究所が福井県で調査・研究を行った「希望学」
の講座が開かれ、全校生徒が参加しました。
　同大学の玄田有史教授と五

い お き べ
百旗頭薫教授が「キ

メラの希望」と題した講演を行いました。キメラ
はライオンの頭と山羊の胴体、毒蛇の尻尾を持つ
ギリシャ神話上の生き物。個性ある「三方」「上中」
両地域がミックスした強いキメラの様な若狭町の
良さについて、講師が生徒に質問をしながら講義
が進みました。
　教授らは、「厳しい自然と闘ってきた三方地域
からは優れたリーダーが生まれてきた」と先人た
ちを紹介し、「誇りを持ち、思いを実現するため
に具体的な行動を」と呼びかけました。

ふるさとの「希望」を考えよう

ふるさ
とのよ

いとこ
ろは？
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ま ち の 話 題

手編み作品で冬をあたたか～く

　1月 16 日と 23 日の 2日間、西田公民館で編み
物教室が開催されました。16人の参加者は、ホビー
ラマスマサ（敦賀市）の増田美千子さんに教わり
ながら、バッグやマフラーなど思い思いの作品づ
くりに集中していました。
　今年の干支であるサルのぬいぐるみを編んだ参
加者は、かぎ針を器用に使いながら手や足などを
パーツごとに作ってからそれぞれを縫いつけ、愛
らしい表情のサルを完成させていました。
　時には参加者同士で教え合いながら、真冬の暖
かいひとときが和やかに過ぎていきました。

安全に楽しく使おうＳＮＳ

　1月 23 日、パレア若狭で株式会社システムラ
ンの北川和宏さんを講師に招き、初心者向け SNS
講座が開催されました。
　北川さんは SNS の定義や楽しみ方、注意点につ
いて解説し、ツイッターやフェイスブックなど具
体的な種類や、どんな人に向いているかなどを紹
介。参加者は持参したスマートフォンやタブレッ
ト端末を使って、北川さんにアドバイスを受けな
がらフェイスブックのアカウントを作成し、サイ
ト上でコミュニケーションを取りました。
　参加者は「SNS の楽しさと同時に、危険性があ
ることもよく分かった」と感想を話していました。

町の特産、おいしい給食に！

　若狭町の特産品を保育園の給食にも利用しても
らおうと、産業課と保育調理師の連携で料理講習
会が開かれました。若狭町特産品の能登野のさつ
まいもと、みそみ小学校 3年生が作った岩屋梨の
ジャム、山内かぶらを使って、ポテトサラダ、か
ぶら蒸し、ガレットを、竹中淳二さんの指導で作
りました。
　山内かぶらはすりおろしても水分があまり出
ず、余分な水分を捨てることなく使うことができ
るなど、食材の利点を活用していました。
　畠中操さん ( わかば保 ) は、「ポテトサラダは、
ひと工夫で食感や味が変わることが分かってとて
も良かった。ガレットはレシピを応用し、ぜひお
やつとして取り入れていきたい」と話しました。

記事の公開
相手もえら

べます

サルのぬいぐるみをあんでいます…
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まもろう文化財。防火へ決意新た

　1月 24 日、第 62 回文化財防火デーに合わせて、
上中地域は無悪区の安楽寺で、三方地域は若狭三
方縄文博物館で、それぞれ文化財火災防ぎょ訓練
を実施しました。
　木造聖観世音菩薩立像や紙本著色不動明王掛軸
などが文化財として指定されている安楽寺では、
午前9時、本堂から出火を想定し、119番通報訓練、
文化財搬出訓練、消火器による初期消火訓練を行
なった後、地元消防団と消防署による一斉放水訓
練を実施しました。▷

静 寂 の 中 で 熱 戦 く り 広 げ

「バン
！」と

はらう
音ひび

く

　1 月 24 日、ショッピングセンターレピ アの 2 
階ホールで「第 11 回若狭町子ども会かるた大会」
が開かれ、 町内の小学生 189 人、56 チームが出場
しました。子どもたちは詠まれる句と手元の札に
集中し、上の句の一文字目が聞こえた瞬間、目に
も止まらぬ速さで札を払い取っていました。
　大会はＡからＥのランクごとにリーグ戦を行
い、 Ａブロックの上位チームは、2月 7 日に小浜
市で行われた「第 41 回嶺南地方子ども会かるた
大会」に出場し、上位を独占しました。
　《結果》■ Aブロック優勝：鳥浜 A/ 準優勝：藤
井 A/ 3 位：気山・上瀬 A/4 位：南前川（以上、
嶺南大会出場）■ B ブロック優勝：朝霧 A■ C
ブロック優勝：井崎■Dブロック優勝：きらやま
E■ Eブロック優勝：佐古・田名 C

　▷また、区民が消火器を使った消火訓練を行い、
防火への意識を強くしていました。
　若狭三方縄文博物館では、午前 9 時 30 分頃、
収蔵庫付近からの火災を想定し、119 番通報訓練、
初期消火および文化財搬出訓練を行なった後、地
元消防団、消防隊による放水訓練を実施しました。
この訓練を通じ、関係機関等の緊密な連携により、
文化財防火に対する意識の高揚を図っていまし
た。
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ま ち の 話 題

　1月 29 日、美方高校食物科 3年生 11 人による
新商品発表会が同校で開催され、森下町長や同校
の卒業生で湖上館パムコの亘和則総料理長など関
係者らが試食しました。3年間の研究と学習の集
大成として毎年町と連携して行われています。
　鯖のフライや梅など色んな味が楽しめる「福井
のご飯はうめえっすカレー」を発表した島津捺希
さん、谷口綾香さん、長岡美紀さんは、「鯖の生
臭さを消すため沸騰させた酢を鯖にかけて氷水で
冷やすなど工夫した。和の風味にするため味噌を
加えた」と説明しました。
　参加者は、生徒たちに「おいしい」と感想を伝
えたり、レシピを質問しながら、若い感性と特産
品と向き合い研究した成果をじっくりと味わって
いました。

　1月27日、神戸大学の保田茂名誉教授が来町し、
三方小学校でごはん塾、かみなか農楽舎では環境
保全型農業の研修会が開かれました。
　ごはん塾では、三方小 5年生と鳥羽小 5年生の
40 人が、里山里海湖研究所の職員さんに手伝っ
てもらいながら薪を割り、かまどで火を起こして
ごはんを炊きました。
　かまどに火をおこすのがはじめての児童たち
は、新聞紙とスギの皮、細く切った薪を順にかま
どに入れ、マッチを擦って火をおこし、小さな火
種から湯気がもくもくと出るまでの火加減を保田
名誉教授に教わりながら上手に火を調整し、おこ
げもなく美味しいごはんを炊きあげました。炊き
上がったごはんを食べた児童たちは、おいしい▷

特産で目にも楽しい新メニュー

学んだ！「かまど」と「有機農業」

かまどでごはん、作業の流れは…

ぼかしを作
ってみまし

ょう！

▷おいしいと、おかずのないままでもおかわりを
して食べ、お米本来のおいしさを実感していまし
た。
　農業研修会では、町と若狭町環境保全型農業推
進協議会が共催し、土や植物がもつ本来の力を発
揮させるための有機農業の技術を、町内の生産者
約 30 人が学びました。
　保田名誉教授は、有機農業を成功させるには、
水はけを良くし、PH を調整し、微生物を増やす
という物理的・科学的・生物的条件を整え、自然
の法則に学ぶことが大事と話し、そこから導き出
した保田ぼかしの作り方を伝授しました。
　参加者は熱心に講義を聞いた後、実際にぼかし
を作ってみて、是非、自分の畑でも取り組みたい
と話していました。
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14 歳の節目に立てた「志」

　2月 4日、町内の中学 2年生 139 名が、大人に
なることへの志を立てる「立志式」を迎えました。
式では、一人ひとりの名前が読み上げられ、返事
をする様子にも、全員が姿勢を正して座る姿にも、
大人への階段を上がろうとする意気込みが感じ取
れました。
　玉井教育長、森下町長からそれぞれ式辞と祝辞
があり、生徒たちは神妙な面持ちで聞いていまし
た。
　「私の啓発録」の作文発表では、三方中学校の
千田紗

すず な
菜さんと上坂愛さん、上中中学校の大同未

佑さんが発表しました。千田さんは、幼い時から

大人になるこ
とへ決意を発

表

百人一首をしていて、一時はやめてしまったこと
を振り返り、あのときやめなければ…という反省
をこめ、自分の弱い気持ちに負けない強い心を持
つことを、上坂さんは、そろばんをやっていた経
験から、あきらめず最後までやりとおすことを力
強く発表しました。
　また、大同さんは、バレーボール部での諦めや
すい自分を例に挙げ、ネガティブ思考を反省し、
今後は自分自身を勇気づけ「ポジティブな考えを
持ち、何事もあきらめません」と発表しました。
　玉井教育長から立志者に、司馬遼太郎の「二十一
世紀に生きる君たちへ」などの書籍が記念品とし
て手渡されました。
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情 報情情情 報 B情情 報 Ｂ Ｏ Ｘ情 報情 報情 報情 報 B OB O XX情 報情 B O XＯ Ｘ情情
　　　　 　 　　 　

移住女子 !! おしゃべり Café

移住・結婚・転勤などなど、あらゆる理由で
県外から引っ越してきた女性を対象に

Café を開催します。
　新しいまちでは、話し相手がいない…頼れる人
がいない…など、誰もが同じ不安を抱えています。

出身県が同じ人同士で地元の話題を話したり、
移住者同士だからわかる福井の暮らしの悩みを
相談したり、気軽に楽しくおしゃべりしましょう。
お一人様での参加大歓迎です。※参加無料

■日時：3月 12 日（土）10：00 ～ 12：00
■会場：ハーツわかさ店組合員集会室
　　　  （小浜市遠敷 9-501）
■定員：20 人（定員になり次第締切）
■対象：福井に移住して概ね 5年以内の女性
　　　　
※託児は、ハーツタウン若狭内の「ハーツわくわくくらぶ」
をご利用ください。利用料等詳細は「福井県若者・定住支
援課」で検索してください。

申込・問い合わせ：福井県若者・定住支援課
TEL 0776-20-0638

法律問題をはじめ
日頃のくらしの中で困っていることに対して
弁護士や金融の専門家がお応えします。

お気軽にお越しください。

※無料・事前にご予約をおすすめします。

■日時：3月 5日（土）10：00 ～ 13：00

■場所：小浜市勤労福祉会館
　　　  （小浜市後瀬町 1-6 ろうきん小浜支店）

申込・問い合わせ：ライフサポートセンター福井
     TEL  0120-629-417

くらしなんでも相談会

国税に関するご相談は
税務署にお電話いただくと、自動音声案内により
「電話相談センター」におつなぎします。

■敦賀税務署　TEL 0770-22-1010
　( 自動音声案内 )
　
〈電話相談センター①を選択し、相談内容の　　　　　
   番号を選択〉
・所得税①
・相続税、贈与税、譲渡所得②
・法人税、源泉所得税③
・消費税、印紙税④
・その他のご相談⑤

〈税務署②を選択し、個別のご相談〉
・税金の納付相談
・税務署にご用の方

国税相談は「電話相談センター」へ

解雇・賃金など、
労使関係にお悩みや不安はありませんか？
弁護士・労働組合役員・会社役員など、
労働委員会の委員が直接相談に応じます。

　
県内の労働者及び使用者の方であれば、

どなたでもご相談いただけます。本人に限らず、
家族、友人の方からのご相談もお受けします。
※無料。予約不要。秘密は厳守します。

嶺北会場
■日時：3月 12 日（土）13：30 ～ 16：30
■場所：アオッサ 6階研修室（福井市手寄 1-4-1）

嶺南会場
■日時：3月 27 日（日）13：30 ～ 16：30
■場所：敦賀市生涯学習センター 2階研修室
　　　  （敦賀市東洋町 1-1）

問い合わせ：福井県労働委員会事務局
TEL 0776-20-0597

職場での悩み「無料相談会」
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今、開発途上国では様々な分野において、わたしたちの技術・知識・経験が必要とされています。
あなたも海外ボランティアへの扉をたたいてみませんか！？

■募集期間：4月 1日 ( 金 ) ～ 5 月 9日（月 )
■説明会：下記の日程で「体験談＆説明会」を実施します。予約・参加費は不要です。
　　　　　内容は事業概要、応募要領説明、経験者との交流、個別相談等です。
　　　　　興味のある方なら、どなたでもお気軽にお越し下さい！高校生、大学生も大歓迎です！

　・3月 27 日（日）13:30 ～ 15:30　　 福井県国際交流会館（福井市）　第 1･2 会議室
　・4月   7 日（木）18:30 ～ 20:30　　 　　　　〃　　　　　　　　　  第 3 会議室

■募集ボランティア：
　・青年海外協力隊（20 歳～ 39 歳対象）
　・シニア海外ボランティア（40 歳～ 69 歳対象）
■職種：農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛生、教育文化、社会福祉、観光・商業、
                 スポーツなど多種

問い合わせ：
JICA 北陸・ボランティア担当     TEL 076-233-5931
国際協力推進員・福井県デスク   TEL 0776-28-8800

JICA ホームページ      www.jica.go.jp

がん患者さんやご家族が気軽に集い
交流できるサロンを開催します。

■日時：3月 11 日 ( 金 )13：30 ～ 15：30
■場所：福井県看護協会 ( 福井市北四ツ居町 601）
■内容：フリートーク、ハンドトリートメント

※参加無料、申込不要
※がんの予防や検診、治療等、がんに関する定例
　相談（面接・電話）を、毎週火曜日 10：30 ～
　15：00 に行っておりますので、お気軽にご利用
　ください。

問い合わせ：公益社団法人福井県看護協会
      TEL  0776-54-8620

JICA ボランティア平成 2016 年度春募集

がん患者サロンのご案内

個人番号カードの交付準備ができた方には、
「個人番号カード交付・電子証明書発行通知書

兼 照会書」が送付されます。

【交付にあたっての注意事項】
①個人番号カードを申請されたご本人が
    交付窓口に来て下さい。

②申請された方が１５歳未満の場合は、
     親（父母）と本人が窓口に来て下さい。

③交付の委任ができる方は、身体の障害等により
    窓口に来庁できない方のみです。

④交付時間は以下の通りです。
　月～木◇ 8：30 ～ 17：15（交付終了時間）
　　　金◇ 8：30 ～ 18：30（交付終了時間）

問い合わせ：税務住民課　TEL  0770-45-9106
　　　　上中サービス室　TEL  0770-62-2700

個人番号カード交付を受ける方へ
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情 報 B O X

　　 　

１. 原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車等 
        購入や登録の時期にかかわらず、すべての車両について改正後の税率が適用されます。

２. 三輪及び四輪の軽自動車 
　   平成 27 年度以降に初度検査（初めて車両番号の指定を受ける際の検査）を受けた軽自動車は、
　   改正後の税率が適用されます。　
　   また、グリーン化を進める観点から初度検査後 13 年を経過した環境負荷の大きい軽自動車に対して、
　   重課税率が適用されます。

<１>　初度検査年月が平成 27 年 3月以前の車両は、現在の税率から変更はありません。
<２>　初度検査年月が平成 27 年 4月以後の車両は、改正後の税率が適用されます。
<３>　初度検査年月から起算して 13 年を超える車両は、上記<１><２>にかかわらず、
　　　  重課税率が適用されます。（燃料の種類が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・
　　　  ガソリンハイブリットの軽自動車、被けん引車は除く。）

税率改正により　平成 28年度から軽自動車税の税率がかわります！

排気量 50cc 以下

50cc 超 90cc 以下

90cc 超 125cc 以下

ミニカー

軽自動車(125cc超250cc以下)

小型自動車 (250cc 超 )

農耕作業用

その他 ( ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ等 )

1,000 円

1,200 円

1,600 円

2,500 円

2,400 円

4,000 円

1,600 円

4,700 円

2,000 円

2,000 円

2,400 円

3,700 円

3,600 円

6,000 円

2,000 円

5,900 円

原動機付自転車

　  二輪車

小型特殊自動車　

区   分
税率 ( 年額 )

平成 27 年度まで
( 改正前 )

平成 28年度以降
( 改正後 )

軽自動車区分

３輪

４輪
乗用　 

４輪
貨物　

3,100 円

7,200 円

5,500 円

4,000 円

3,000 円

   3,900 円　　　

10,800 円　　  

   6,900 円　　  

   5,000 円　　  

   3,800 円

    4,600 円　　　

 12,900 円　　　

    8,200 円　　　

    6,000 円　　　

    4,500 円　　　

新規登録後 13年を
経過した車 ( 重課税率 ) 

< ３>

平成 27 年 4月 1日
以降に新規登録した車

<２>

平成 27 年 3月 31 日
までに登録した車

<１>

自家用

営業用

自家用

営業用
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軽自動車税は４月１日に所有（使用）されている方へ課されます !

廃車・名義変更等の手続きは３月中にお願いします。
※８月実施の農耕用車両の所有状況調査にて回答いただいても申告手続きされていない方は、
　現在の登録のままとなっております。まだ廃車等申告されていない方は申告手続きをお願いします。
 
< 問い合わせ >

　　　        　車   種　　　　　　　　　　　　                  名   称　　　　　　　　　　                電話番号

   

　

☆お近くの販売店や代行業者でも手続きすることができます。

<３>の税率が適用されるのは、以下の年度からです。

３. グリーン化特例
　　平成 27 年 4月 1日～平成 28 年 3月 31 日中に初めて車両番号の指定を受ける減税対象車
　　（三輪以上の軽自動車）を取得する場合に限り、当該年度の翌年度（平成 28 年度）分について
　　特例措置が適用されます。排ガス・燃費性能等に応じて概ね 25 ～ 75％の軽減措置が適用されます。

※自動車検査証の様式が変更された

平成 15 年 10 月 14 日以前に初度検

査を受けた車両については、初度検

査の「月」が把握できないことから

初度検査年月を初度検査年の 12 月

とします ( 特例 )。

               初度検査年月※

            　　      ～平成 14 年 12 月

平成 15 年 1月～平成 16 年 3月

平成 16 年 4月～平成 17 年 3月

平成 27 年 4 月～平成 28 年 3月

適用される年度

  平成 28 年度～

  平成 29 年度～

  平成 30 年度～

  平成 41 年度～

( 例 ) 平成 28 年度の場合　

初度検査年月　  平成 14 年 12 月　平成 15 年 1月～平成 27 年 3月　 平成 27 年 4月

税率　　　　 　<３>重課税率　　　　<１>改正前税率　　　    　< ２>改正後税率

原動機付自転車 (125㏄以下 )
小型特殊自動車

軽三・軽四輪

軽二輪 (125㏄超 250㏄以下 )

二輪小型自動車 (250㏄超 )

若狭町役場 税務住民課      　  　          0770-45-9101
 
軽自動車検査協会 福井事務所 　           050-3816-1774
福井県外転出の場合は管轄の軽自動車検査協会へお問い合わせください

中部運輸局福井運輸支局                          050-5540-2057

福井県外転出の場合は管轄の運輸支局へお問い合わせください

中部運輸局福井運輸支局 ( 登録部門 )            050-5540-2057
福井県外転出の場合は管轄の運輸支局へお問い合わせください

               …

               …
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◁  みんな揃って一枚。がんばるぞー！おー！

△  一生懸命練習する選手たち
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若狭町は、地域の魅力や資源を活かした結婚式「ふるさとウエディング」を行うカップルを応援しています。
昨年は５組がこの事業を活用して挙式されました。

生まれ育った地域で、地域の皆さまの祝福のもと、地域の特色を活かした結婚式を挙げませんか？

■次のことを行うカップルを応援します :
　・挙式する男女またはいずれかが若狭町在住もしくは出身者。
　・自宅など地域内で支度をし、近所の方など多くの方々にお披露目をする。
　・挙式や記念撮影は、町内の思い出の地などで行い、地域の風習や文化を取り入れる。
　　（詳しくはお問い合わせください）

■補助金：上限 30 万円

■募集数：平成 28 年 4月以降に挙式予定の方、若干名募集。先着順にご相談させていただきます。

■協賛店：この事業に賛同し、結婚するカップルに各種サービスを提供していただける協賛店を募集しています。
　　　　　詳しくは下記までお問い合わせください（平成 28 年 2月現在で 15 店舗から協賛いただいています）

問い合わせ : 政策推進課　TEL  0770-45-9112

「ふるさと若狭町で思い出に残る結婚式を挙げませんか？」
ふるさとウエディング応援事業補助金



3 月 11 ・12 ・13 日開催3月11・12・13 日開催

「振り返れば未来の道・発酵街道」

　昨年 4 月に日本遺産に認定され
た鯖街道・熊川宿を拠点に開催。
若い世代に文化を伝え、外国人誘
客にもつなげていくことを目的と
したシンポジウム。若狭町で盛ん
な、ぬか漬けや味噌などの「発酵食」
をテーマに、イタリアから食の専
門家を招きパネルディスカッショ
ンなどを行います。関西地域から
留学生などを招待し、和食をテー
マにした食フェアも開催します。

発酵文化の国際シンポジウム
3 月 11 ・12・13 日開催

たのしもう！発 酵 街 道

教えて！「発酵食品」とは

　カビや酵母などの微生物の働きを利用したもので、身

体の免疫力を高めるといわれています。有名なところで、
ヨーグルト、チーズ、納豆、キムチ、しょうゆ、味噌な
どがあります。日本酒、焼酎、ビール、ワイン、パン、
かつお節、ぬか漬け、たくあんなども発酵食品です。通
常だと、腐った食べ物は食中毒を起こす原因になります
が、発酵させた食品は味をまろやかにし、特有のおいし
さを作り出すことができます。



若狭・鯖街道うまいもん食フェアの
12日のテーマは「若狭路の発酵食、

和食の販売、和食体験」。13日のテー

マは「鯖街道（若狭町、小浜市、高島
市連携）鯖街道関連商品販売」です！

どちらもお見逃しなく♩

1日目のチケットは残りわずか！

お問い合わせは政策推進課

(TEL：0770-45-9112) までどうぞ。
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くらしのカレンダー問い合わせ

TAX　TAX　TAX　TAX　TAX　TAX
納付のお知らせ

POPULATION  POPULATION  POPULA
人 の う ご き

THANKS 　THANKS　THANKS　THANKS
あ り が と う

赤 ち ゃ ん
BABY　BABY　BABY　BABY　BABY

WEDDING 　WEDDING　WEDDING　WED
ご 結 婚

　　    1     

  2         3        

  4         5       6  

  7         8          

今月の表紙
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くらしのカレンダー
■子育てのこと ■相談ごと ■健康のこと

1
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3月



Facebook ページ「わかさのススメ」もチェック！インターネットの検索窓に「わかさのススメ」と入力ください☆
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一般病床（内ショート

ステイ 4 床）を備え、

入院された後も

スタッフが懇切丁寧に

対応します。

ご自宅の環境や、個々の

能力に応じて、自立した

日常生活が送れるよう、

その方に合ったリハビリ

テーションを提供します。
（平成 28年 5月

開所予定）

総合的な視点から、

その方に合ったケア

プランを作成します。

外来、入院、各種検査、手術等

年齢を問わずどなたでも、

気軽に受診していただけるよう

心がけます。

生涯自分の歯で食事が

できるよう、健診や

指導も行っています。

ご自宅で安心して生活が

送れるよう、看護サービスや

リハビリテーションを

提供します。


